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決算トピックス  

感染管理事業売上高の大幅伸長（前年同期比283%増） 

四半期純利益も顕著に増加（前年同期比219%増） 

新工場建設及び生産拠点等移転を公表 
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連結経営成績 
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連結経営成績サマリー      

   
ＦＹ12 
1Q 

ＦＹ13 
 1Q 増減  増減率 増減要因等 

売上高    1,411 1,952 540 38.3% 
 医薬品）海外向け増加 （前1Q比 104百万円増） 

 感染管理）大幅増加（前1Q比 438百万円増） 

売上原価（※） 

（売上高比率） 
     495 

  (35.1%)  
622 

（31.9%） 126 25.6%  医薬品）増収及び製造原価に占める固定費減少によ
り粗利増加 

 感染管理）利益率の高い一般用製品の売上高伸長
による粗利増加  売上総利益 916 

（64.9%） 
1,329 
（68.1%） 

413 
（+3.2P） 45.1% 

販売費及び   
一般管理費      668 707 39 5.8% 感染管理TVコマーシャル等の広告宣伝強化 

営業利益    
（売上高比率） 

     247 
  (17.5%) 

622 
（31.9%） 374 151.3%   

経常利益  
（売上高比率）   

     247 
  (17.5%) 

638 
（32.7%） 390 157.9%    

四半期純利益 
（売上高比率） 

     165 
  (11.8%) 

529 
（27.1%） 

363 219.0%   

（※） 返品調整引当金計上後の売上原価            

単位：百万円            
感染管理事業/医薬品事業（海外）の大幅伸長により連結業績拡大 
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連結売上高推移     

単位：百万円 

感染管理事業/医薬品事業（海外）の伸長により大幅増収 

 

  0 
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連結営業利益・四半期純利益推移      

単位：百万円       

感染管理事業/医薬品事業（海外）の伸長により純利益は219%増 
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販売費及び一般管理費     

  
ＦＹ12 
1Q 

売上高 
比率 

ＦＹ13 
1Q 

売上高 
比率 

増減 増減率 増減要因等 

販売費    129   9.2%  183 9.4% 53 41.7%   

  広告宣伝費     44    3.1% 100 5.2% 56 127.9% 
 感染管理ＴＶコマーシャル 
 放映等広告宣伝を強化 

  販売促進費      58   4.2% 43 2.2% △15 △26.0% 

  運送費   26    1.9% 38 2.0% 12 47.7% 

人件費    302 21.4% 289 14.9% △12 △4.1%   

その他経費    236   16.8% 234 12.0% △2 △1.0%   

研究開発費   42   3.0% 34 1.8% △7 △17.0% 

支払手数料    46    3.3% 52 2.7% 5 12.3% 

計    668   47.4% 707 36.3% 39 5.8% 

単位：百万円    
販売費及び一般管理費の売上高比率は前年同期比で大幅低下 
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連結財政状態    

ＦＹ12 
期末 

ＦＹ13 
1Q期末 増減 増減率 増減要因等 

流動資産 9,474 9,626 152 1.6%   

現金及び預金 5,173 5,470 297 5.7% 
 営業ＣＦ（EBITDA681）     465 
 固定資産取得による支出 △83 
 配当支払               △154 

売上債権 2,638 2,327 △311 △11.8%  債権回収による減少 

たな卸資産 1,398 1,553 154 11.1%   

固定資産 3,542 3,518 △23 △0.7% 

資産合計 13,016 13,145 128 1.0% 

流動負債 2,502 2,193 △309 △12.4%  未払金等の減少 

仕入債務 444 473 29 6.6%    

固定負債 1,035 1,045 9 1.0% 

純資産 9,478 9,906 427 4.5% 
 四半期純利益 529 
 配当金△190 等 

負債純資産合計 13,016 13,145 128 1.0% 

自己資本比率  72.4% 74.9% 

単位：百万円        四半期純利益増加により純資産増加、自己資本比率上昇 
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連結キャッシュ・フロー状況    

 ＦＹ12        
 1Q 

 ＦＹ13        
 1Q 主な要因 

  営業ＣＦ        401 465 

 EBITDA                     681百万円 
 売上債権の減少        321百万円 
 引当金の減少        △169百万円 
 たな卸資産の増加  △149百万円   
 未払金等の減少      △172百万円 

  投資ＣＦ      △30 △294  定期預金増加    △211百万円  

  財務ＣＦ     △464 △118 配当金支払      △154百万円 

  現金・同等物換算差額         10 27 

  キャッシュ増減（※1）        △82 79 

  キャッシュ期末残高      4,371 5,213 

  EBITDA（※2）        304 681 
 営業利益    622百万円 
 減価償却費 59百万円   

（※1） キャッシュ増減＝ 営業CF ＋ 投資CF ＋ 財務CF ＋ 現金・同等物換算差額    

（※2） EBITDA         ＝ 営業利益＋減価償却費    

単位：百万円       
 EBITDA及びキャッシュ期末残高が前年同期比大幅増加  
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セグメント情報       
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セグメント別事業概況（連結損益サマリー）       

  売上高 営業利益 

FY12 
1Q 

FY13 
1Q 

 
増減率 

 

FY12 
1Q 利益率 FY13 

1Q 利益率 

  医薬品事業    1,249 1,354 8.4%       590     47.3% 758 56.0% 

  感染管理事業      154 593 283.3%     △40 - 157 26.6% 

  その他事業         7 4 △42.0%       △6 - △5 - 

  全社（※） - -    △295 - △288 - 

  連結合計    1,411 1,952  38.3%       247    17.5%  622 31.9% 

（※）全社に係るコスト（主に管理部門コスト）     

単位：百万円   

医薬品事業    ：海外向けが増加、利益率も改善 

感染管理事業 ：一般用製品中心に伸長し、損益が大幅改善   
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セグメント別事業概況（医薬品事業/国内）   

ＦＹ12 
1Q 

ＦＹ13 
1Q 増減  増減率 

正露丸       448 429 △19 △4.3% 

セイロガン糖衣Ａ       521 493 △27 △5.3% 

その他（※）        58 46 △11 △19.6% 

計    1,028     970 △58 △5.7% 

製品カテゴリー別売上高     単位：百万円     

（※）小児五疳薬『樋屋奇応丸』、整腸薬 『ラッパ整腸薬ＢＦ』、止瀉薬 『ピシャット錠』等       

 

店頭小売価格ベース ＦＹ12 1Q ＦＹ13 1Q 増減 

市場シェア （％）   52.0%  50.3% △1.6Ｐ 

当社の国内止瀉薬市場シェア       出所 ： ㈱インテージ 調査データ                    

正露丸         

セイロガン糖衣Ａ          

ピシャット錠                樋屋奇応丸                 

止瀉薬市場停滞、他社のシェア増加により減少 



12 

セグメント別事業概況（医薬品事業/海外）    
 

ＦＹ12 
1Q 

ＦＹ13 
1Q 増減  増減率 

中国・香港        202 306 104 51.4% 

台湾        12  53 41 321.1% 

その他（※）           5 23 17 318.4% 

計        220 383 163 73.8% 

地域別売上高         単位：百万円           

（※） その他の対象エリア：  

           米国、カナダ、タイ、マレーシア、インドネシア、ベトナム、モンゴル                      

正露丸        

セイロガン糖衣Ａ       

 
円安効果に加えて全市場が堅調に推移 

正露丸         

セイロガン糖衣Ａ          
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セグメント別事業概況（感染管理事業）      

ＦＹ12 
1Q 

ＦＹ13 
1Q 増減  増減率 

液剤          21 89 68 327.7% 

ゲル剤         73 421 348 477.6% 

クレベリン発生機（※1）         60 81 21 34.7% 

計        154 593 438 283.3% 

対象顧客別売上高        

（※1） 『クレベリン発生機 』 ：低濃度二酸化塩素ガス発生装置    

 単位：百万円           

 中国鳥インフルエンザ報道を背景に需要増加 
 一般用が大幅伸長、業務用もクレべリン発生機中心に堅調  

クレベリン ゲル       クレベリン スプレー      

クレベリン発生機       
リスパス NEO            車両用クレべリン 

ＦＹ12  
1Q 

構成
比% 

ＦＹ13  
1Q 

構成 
比% 

増減 増減率 

一般用 48 31.4 419 70.7 370 764.1% 

業務用 106 68.6 174 29.3 67 63.8% 

計 154 100.0 593 100.0 438 283.3% 

製品カテゴリー別売上高        

 単位：百万円           
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セグメント別事業概況（その他事業）   

木酢液を配合した入浴液、園芸用木酢液等を製造販売   

製品売上高   

ＦＹ12 
1Q 

ＦＹ13 
1Q 増減  増減率 

木酢製品等 7 4 △3 △42.0% 

単位：百万円          

木酢入浴液            

木酢液       
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新工場建設及び生産拠点等の移転 
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新工場建設概要 

（１）   所 在 地  京都府相楽郡精華町 

（２） 敷 地 面 積 
 敷地面積 約21,000㎡ 
 建築面積  約9,000㎡ 

（３） 生 産 品 目 
 医薬品（『正露丸』、『セイロガン糖衣Ａ』） 
 衛生管理製品（「クレベリン」シリーズ） 

（４） 投 資 予 定 額  総額約46億円 

（５） 稼 動 開 始  2015年度を予定 

（６） 資 金 計 画  自己資金を予定 

生産能力増強により将来の販売拡大に対応（現状の約3倍に） 
本社機能は2013年度中に移転予定（大阪） 
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（主な進出企業や施設） 
  ・パナソニック 
  ・京セラ 
  ・ＮＴＴ 
  ・島津製作所 
  ・サントリー 
  ・オムロン 
  ・同志社大学 
  ・国立国会図書館 
             etc.  

建設予定地：「関西文化学術研究都市（愛称：けいはんな学研都市）」  
 
※同地域は、創造的な学術・研究の振興、新産業・新文化などの発信の拠点・中心となることを目的とし
て、大阪府、京都府、奈良県にまたがる京阪奈丘陵に建設された広域都市 

新工場建設概要（建設予定地） 
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新工場建設概要（イメージパース） 
※パースはイメージであり、実際とは異なる場合があります。 
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＜将来情報に関する注意事項＞ 
当資料に記載されている将来情報は、種々の前提に基づくものであり、将来の計画数値や施策の
実現を確約したり、保証するものではありません。 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	連結経営成績�
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	セグメント情報      
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	新工場建設及び生産拠点等の移転
	新工場建設概要
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20

